
                    　原子吸光光度法，誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法及び ICP質量分
析法に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．原子吸光光度法では，主に励起状態の原子蒸気による光吸収を観測している。
２．原子吸光は極めて狭い波長範囲（１ pm程度）の光吸収であるため，共存物質等

による干渉を考慮する必要がない。
３．ICPは，光と熱の発生を伴う状態で，通常は物質と酸素との化学反応によって生
じる。

４．ICP発光分光分析法は，測定対象の元素ごとにプラズマ化して励起源として用い
る必要があるので，多元素同時測定には適用できない。

５．ICP質量分析法では，ICP中に導入された試料のうち，イオン化された原子を質
量分析計で検出している。

No.２１（薬剤師）

【正答：５】



                      　消化管に作用する薬物に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．インフリキシマブは，インターロイキン －６（IL －６）の中和抗体であり，炎症性
腸疾患に伴う腹痛や下痢を改善する。

２．トリメブチンは，アドレナリンb2受容体を遮断し，腸管運動を促進する。
３．モサプリドは，ドパミンD2受容体を遮断し，消化管運動を促進する。
４．ラモセトロンは，セロトニン ５－ HT3受容体を刺激し，下痢を抑制する。
５．ロペラミドは，コリン作動性神経終末のオピオイドm受容体を刺激し，腸管運動

を抑制する。

No.２２（薬剤師）

【正答：５】


